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第１章地域の概況 ※名古屋市域と尾張中部地域に分けて記載していたものを１つに統合 

 第１節 地勢 変更なし。 

第２節 交通 変更なし。 

第３節 人口及び人口動態 ・(P3)平成２９年１０月１日現在の世帯数及び人口に変更。 

・(P5)平成２８年における出生数、死亡数に変更。 

第４節 保健・医療施設 ・(P7)平成２９年１０月１日現在の医療施設数及び病床数に変更。 

第２章 公的病院等の役割を踏まえた医療機関相互の連携のあり方 

 第１節 総論 【表 2－1－1公的病院等一覧】 

・(P10)市立東部医療センターが、救命救急センターの指定を受けたことにより、内容を変更。 

第２節 市立病院 ・(P12)市立東部医療センターが、救命救急センターの指定を受けたことにより、記述を変更。 

第３章 機能を考慮した医療提供施設の整備目標 

 第１節 がん対策 【現状と課題】 

・(P15)がん検診受診率の目標値について記述。 

・(P16)がん治療における周術期口腔機能管理についての記述を追加。 

【今後の方策】 

※県計画の変更により記述を追加。 

・(P17)がん登録の制度の推進と定着を図ることを記述。 

・(P17)地域連携クリティカルパスの活用をより一層推進することを記述。 

【表 3－1－2】 

・がんの罹患状況を平成 26年度の実績に変更。 

【表 3－1－5～7】 

・(P18)平成２９年度におけるがんの部位別手術等（10件以上）実施病院数、放射線療法実施施設数及

び薬物療法（化学療法）実施病院数に変更。 
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第２節 脳卒中対策 【現状と課題】 

※県計画の変更により課題事項に追記。 

・(P21)特定保健指導を対象者が受けるよう住民に周知する必要があることを記述。 

・(P22)緊急性の高い救急医療については、医療圏を越えた対応が必要であることを記述。 

第３節 心筋梗塞等の心血管疾患 変更なし。 

第４節 糖尿病対策 【現状と課題】 

・(P30)国民健康・栄養調査結果を平成２８年の数値に変更。 

第５節 精神保健医療対策 ※名古屋市域と尾張中部地域に分けて記載していたものを１つに統合 

・項目を尾張中部地域に合わせて記述。 

【現状と課題】 

・(P37) 平成３０年２月には県精神医療センターに、専門病床 22床、専門デイケアが整備されている

ことを記述。 

・(P37)高次脳機能障害について、名古屋市総合リハビリテーションセンターが県の高次脳機能障害支

援拠点機関になっていることを記述。 

【今後の方策】 

・(P39)地域移行・地域定着に携わる職員の人材育成や、医療と福祉の連携を促進する研修を実施して

いることを記述。 

・(P39)当事者の経験を活かして地域移行・地域定着支援に携わる「ピアサポーター」の養成研修を実

施することを記述。 

・(P39)ピアサポーターが精神病院を訪問し、地域生活の体験談を語ることにより、入院中の患者が地

域生活への希望を持てるよう支援するプログラムを実施することを記述。 

・(P39)向精神薬の副作用として口腔乾燥を生じやすいことから、口腔障害の誘発因子となるため、歯

科医療機関との連携が必要となることを記述。 

・(P39)認知症医療体制の充実について検討することを記述。 
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・(P39)アルコール依存症の治療等の拠点となる専門医療機関を指定することを記述。 

・(P39)休日・夜間の通報受理体制及び移送体制について、引き続き体制整備を図ることを記述。 

【表 3－5－3～4】 

・(P40)自立支援医療（精神通院）受給者証所持者の推移の表を追加。 

第６節 歯科保健医療対策 

（名古屋市域） 

・(P43)歯周疾患検診の対象年齢が変更されたことによる記述の変更。 

第６節 歯科保健医療対策 

（尾張中部地域） 

【現状と課題】 

・(P48)災害時の歯科医療救護と歯科保健医療活動の体制を整備する必要があることを記述。 

・(P48)大規模災害時に避難における口腔ケア・口腔管理を充実する必要があることを記述。 

第４章 救急医療対策 

 （名古屋市域） 変更なし。 

（尾張中部地域） 変更なし。 

第５章 災害医療対策 

 （名古屋市域） ・(P63)血液製剤の確保が困難な場合の対応について記述を追加。 

（尾張中部地域） ・(P66)尾張北部地区メディカルコントロール協議会と小牧市民病院との間で災害時のとりきめ協約を

結んでいるとの記述を削除。 

第６章 周産期医療対策 

 （名古屋市域） ・(P71)項目名を整理し、指標を追加。 

・(P72)NICU設置病院に関する記述を追加。 

（尾張中部地域） 変更なし。 

第７章 小児医療対策 

 （名古屋市域） ・(P84)体系図を変更。 

・(P86)県計画の変更により、小児がん対策を追加。 

（尾張中部地域） 【現状と課題】 
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・(P79)医療提供状況にて、小児専門病床、小児科を標榜している病院、診療所の数を平成２９年１０

月１日現在の数値に更新。 

・(P79)小児がん対策について記述を追加。 

【今後の方策】 

・(P80)小児がん拠点病院を中核とした連携協力体制の強化を行うことを記述。 

・(P80)小児がん患者の復学支援について記述を追加。 

【体系図】 

・(P81)小児救急医療連携体系図を変更。 

第８章 在宅医療対策 

 （名古屋市域） ・(P87)項目を整理し、内容を整理。 

・（P88）在宅医療体制の整備について記述を追加。 

（尾張中部地域） 変更なし。 

第９章 病診連携等推進対策 

  変更なし。 

第１０章 高齢者保健医療福祉対策 

 （名古屋市域） ・(P105)表 10－3を削除。 

（尾張中部地域） 【現状と課題】 

・(P109)福祉対策にて、市町村が中心となって多様なサービスを充実する必要があることを記述。 

第１１章 薬局の機能強化等推進対策 

 第１節 薬局の機能推進対策 ※県計画の変更により全面的に記述を変更。 

【現状と課題】 

・(P112)患者・住民のニーズに対応できるかかりつけ薬剤師・薬局としての機能を発揮する必要がある

ことを記述。 

・(P112)薬剤師が調剤業務のみに偏ることなく、在宅医療や地域包括ケア等で役割を務める必要がある
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ことを記述。 

・(P112)地域で活躍するかかりつけ薬剤師の育成が必要であることを記述。 

・(P113)携帯性が高く、多くの情報を管理可能な電子版お薬手帳の普及が望まれていることを記述。 

【今後の方策】 

・(P113)地域の薬局と医療・介護関係団体等との連携をサポートすることを記述。 

第２節 医薬分業の推進対策 ※県計画の変更により、記述を変更。 

【今後の方策】 

・(P115)地区医師会、歯科医師会、薬剤師会と相互に連携して患者本位の医薬分業を推進することを記

述。 

第１２章 医療安全支援センター 

  平成 28年度の実績を追加。 

第１３章 健康危機管理対策 

 （名古屋市域） 変更なし。 

（尾張中部地域） 変更なし。 

※数値については、最新のものに変更。 

※名古屋市の各区保健所が保健センターとなることに伴う変更を記載。 


